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と表せるので、 

 

点 ),( YX は点 ),( yx を原点中心に 回転した点である。すなわち、C を原点中心に 回転するとC になる 

から、C はC を原点中心に  回転したものである。 

 

なお、C の頂点における接線の傾きは 0 で、 

この接線を  回転させると、傾きは 
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を  回転させると、 

(2)で求めた点 Aに一致する。 
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